
カリキュラムポリシー  

 

  本校専攻科では、専攻科の「ディプロマポリシー」に定める能力を身につけるため、本科課 

程のカリキュラムポリシーを引き継ぎ、発展させて、「創造的な技術開発能力、情報の高度処    

理能力、国際化への対応能力を総合的に兼ね備え、技術者倫理と地域への強い貢献意識をもっ    

た高度技術者の育成」を目的としたカリキュラムを編成し、専攻ごとに下記のとおり定めてい

ます。 

また、学修の成果は、試験や課題レポートなど、各科目のシラバスに記載された評価方法に

より評価します。 

授業科目の成績は以下の基準に基づき１００点法で評価し、６０点以上を合格とし単位を認

定します。なお、学則第２６条の２、第２８条及び第２８条の２に規定する単位認定の標語に

ついては、以下の基準にかかわらず「認」とします。 

秀：９０～１００点   優：８０～８９点   良：７０～７９点 

可：６０～６９点   不可：５９点以下 

 

  ○建設・生産システム工学専攻 

   主として、機械工学及び建築学を基礎とする学生に対し、本科で修得した基礎学力、専門  

的能力をさらに高い水準に上げるため、問題解決能力・豊かな発想力をより高めた実践的技   

術者を養成することを目的とし、カリキュラムを編成しています。 

   さらに、学科の共通あるいは境界領域の分野に関しては、建築設計と機械設計の両方の視  

野のもとで対応できる設計・開発技術者や、地域の特色である低温環境における諸問題に対   

応できる技術者を育成するカリキュラム編成となっています。 

 

  ○電子情報システム工学専攻 

    主として、電気工学、電子工学及び情報工学を基礎とする学生に対し、本科の教育で修得  

した基礎学力を直接活用しながら、高度な専門技術を学ぶことにより、効率よく専門性を高め  

ることができるようカリキュラムを編成しています。 

   さらに、互いに関連する境界領域についても学ぶことにより、専門知識に広がりと応用能 

力を兼ね備えた創造性豊かで高度な研究開発能力を有する高度実践的技術者を養成するカリ

キュラム編成となっています。 

 


